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──言葉と暴力
道場：ありがとうございました。お 2 人から非常に重要な提起をいただいたと思
います。今度はもう 1人のパネリストであるリケットさんから応答していただい
てから討論に入りたいと思います。
リケット：まず梁さんの言われた言葉で、「知り得ない」ということを「知る」こ
とから運動が始まる、それが原点だというのは本当に大事なことを言われている
と思いました。また、崔さんの言う「見えない恐怖」の裏には見えない暴力の構
造がまたあると思いました。
日本軍慰安婦問題は「慰安婦」という言葉自体が記号化されてしまい、本質的
なことはなかなか見えなくなっている。そうなると、授業の中で説明するのは難
しいことで、学生にこの問題について聞くと、「あぁ、また日本叩きか」という不
快感を覚えるだけのようでした。その壁をどう突破していくか。歴史や国際関係
の問題だけではなく、現に日本社会に在日コリアンが暮らしているわけですから、
自分と関係あるんだという認識をどのように感じ取ってもらえるか。同じ時間と
空間を共有しあって暮らしている隣同士であるということが見えてこなくて、自
らの世界と縁のない他者として遮断してしまう。同じ人間として知り合うという
契機が稀薄となっているんですね。そこに見えない暴力のメカニズムがあるとつ
くづく感じます。これは歴史的に作られたもので、歴史認識の問題だけれども、
どう立ち向かっていけばいいのか。
歴史と言えば、日本の植民地統治が終了するとアメリカの占領と米ソ冷戦時代
が始まります。アメリカ合州国と米占領軍は共産主義の封じ込めなど、自らのア
ジア戦略の要として日本を従属的な同盟国にしておきました。そして、連合戦勝
国は戦争直後の極東国際軍事裁判（いわゆる東京裁判、1946～48 年）で日本の戦争
行為を裁きながら、植民地支配の責任を問わず、オランダを除いて「慰安婦」問
題も大きくとり上げませんでした。結果的に冷戦（1947～91 年）が深まる中に、
合州国は日本の保守権力と抱き合って、在日朝鮮人と「慰安婦」など、戦後補償
処理というか、脱植民地問題を棚上げにしました。日米同盟の円滑な運営の妨げ
になると考え、この問題の解決は日韓の外交関係に委ねられたわけです。アメリ
カは、補償請求を恐れた日本の猛反対に抗しきれず、1951 年に韓国を講和条約
の加盟国リストから削除することで、責任追及する韓国政府の対日立場を切り崩
したのです。なお、日米両国は現在に至って、朝鮮半島北部の人民共和国（いわ
ゆる北朝鮮）の存在を公認していません。
道場さんの「問題提起」にあったように、冷戦体制が崩れて、90 年代の半ば
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ころに入ると、80 年代からの押捺拒否運動や戦後処理問題への取り組みは巻き
返しを食らうことになり、社会的流れの方向性が急変しました。
ヘイトスピーチを言い放っている人たちは「とくに意味はないが、わざと気持
ち悪い言葉を使うのは愉快だ」とよく言います。しかし、言葉はある種の行為な
ので実際行動につながりやすいです。言論の自由が保障されているから、何を言
ってもいいんだと、ヘイトグループが主張しますが、「殺せ！」と言われている人
間の身になって想像してみて下さい。一方、一般住民の中にも、気持ち悪くなっ
たり、うんざりしている者が少なくありません。「カウンター」の人たちのレジス
タンスはその証しです。
──加害者と被害者の奇妙な逆転　
道場：歴史認識の問題、それから暴力の問題とか、構造の問題のところに共通の
テーマがあるのかなと思うんですが、それをどう解体するかという点はテーマが
大きくてこの短いシンポジウムの中でなかなか詰めていくのは難しいと思います。
そこで、ちょっと絞って私の方からパネリストの方々に振ってみたいと思うこと
が一つあります。
リケットさんも言われたように、占領期に形成された、戦争責任を棚上げする
構造に関して、90 年代後半、いやゼロ年代に至るまで、この歴史認識の問題が
歴史修正主義の立場から語られるときに、以前には「自分たちは被害者である」
という語り方は、あまりなかったのではないかと思うんです。むしろ、「自分たち
は正しい」とずっと言い続けてきた。あるいは「ないものはない」と否認だけを
して、拒絶・否定の身ぶりはあるけれども、「自分たちは正義であり恥じるところ
は何もない」さらには「加害して何が悪いんだ、お前らが弱いからいけないんじ
ゃないか」などと言いかねないような、強者の身ぶりが歴史修正主義的な立場の
人たちにあったと思うんです。ところが、近年の動きというのは、たとえば戦後
補償の要求があったときに、「被害者の声を聞くべきだ」と言われると、それを逆
手に取って「我々こそ被害者である」というふうに言い募る人たちがいる。「自分
たちは被害者だ」というのは、時によって自分たちの弱さを表現する言葉になる
から、昔のジェンダー化された男性性の言語、強さを軸に展開される語りの中で
はあまり使われない表現だったのではないかと思います。でも近年では「自分た
ちこそ被害者で、悪い加害者から日本を守ろうとしている」という語り方が出て
きているように思います。戦争責任をとらないという意味では変わらない構造な
のですが、加害・被害の立場が逆転させられるような事態が最近の議論の中では
出てきているように思います。
その自称「被害者」たちは、崔さんが言われるように後ろから刺すかもしれな
い人たちである。現実には加害性に満ちたものを、「被害者」の身振りとして表現
する、そういうねじれた構造があるように思います。そういう点について、崔さ
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んから意見をうかがえればと思いますが、いかがでしょうか。
──日本のことも知らない若者たち
崔　：私が日々学生たちと向き合いながら感じている実感に基づいて話をします。
私は、朝鮮文学・朝鮮文化が専門で、授業で教えていますが、日本の若い人たち
は、植民地朝鮮のこと、韓国のこと、北朝鮮のことは、全くと言っていいほど、
それまでの学校教育の過程で教わっていない。中国のことも沖縄のことも台湾の
ことも全く知らない。だから、東アジアのことを教えなきゃいけないという、使
命感をもって頑張っています。
でも、数年前にはっと気づいたんですが、今の日本の若者たちは、日本のこと
も知らないんですよ。東アジアのことを知らないことと日本のことを知らないこ
ととは、結局、同じことなんですよね。他者のことを知らなければ、自己のこと
も知らない。他者がいて自己があるという、人間存在の基本ですよね、そこをま
ずもってわかっていない。東アジアのことを知らないから、他者のことを知らな
いから、日本のことも自分のことも知らないんですね。
日本の歴史問題というときの歴史とは、常に、東アジアという他者と共にある
歴史なんですね。その歴史は、教育現場で教わっていないだけでなく、家庭の中
でも語り継がれていない。戦争を体験したじいちゃんの語りを聞いていない。で、
物心ついたら、世の中は韓流ブーム、グローバリゼーションでわけわかんないま
ま、歴史を知らないために地に足がつかない状態で混沌とした世界と向き合って
きたけど、なんだか、いつも日本だけが非難されている気がする。ムカつく。で
も、何も言えない。日本のことを知らないから。で、急いでネットなどで情報を
集めて、日本にとって都合がいい独善的な物語をこしらえる。そうして、ナショ
ナリズムの殻に閉じこもる。
私は、日本人としてのナショナリティとかアイデンティティを立ち上げろとい
うわけじゃなくて、少なくとも、大きな物語でもいいから、日本の歴史について
語り継がれるべきだと思う。もちろん、そこに他者がちゃんといる歴史＝物語。
他者と共にある日本の歴史＝物語を語り継がないとまずいと思う。加害者と被害
者の逆転という、歴史認識をめぐる倒錯に歯止めがかからない。
道場：同じ問題について、梁さん、いかがでしょうか。
梁　：崔さんのお話を聞いていて、彼は日本を知らない、家庭でも、学校でも、
社会でも教えてもらってこなかったという、それは、本当にその通りだと思いま
す。
そして、その原因が、先ほどより道場さんもリケットさんもおっしゃってるよ
うに、占領期のアメリカの政策によって、知らなくてもいい、あるいは知らない
ほうがいいという、そういう政策のもとで知らされずに来た。そして、70 年経
ってしまったんです。この 70 年をどう取り戻すのかというのを、実は、70 年経
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って初めて気づいたわけではなく、戦後 50 年のときにも、60 年のときにも、ど
うするんだよ、こんなふうに 50 年も経っちゃって、60 年も経っちゃって、70
年も経っちゃってというふうに、私たちは言い続けてきました。しかし、「このま
まじゃ危ないよ」ということを伝える有効な方法がないまま、こんにちに至って
しまったんだなと思います。当たり前のことを言うだけで、今でも方法が見つか
らないのですが。
先ほど、崔さんの話を聞きながら、世代的にはだいぶ離れているし、在日朝鮮
人としての育ち方もたぶん違うから、社会に対して感じてる危機感も相当に違う。
同じ朝鮮人と言ってもと違うんですよね、1 人ずつ。
──「同じ人間」という言い方の暴力
梁 ：先ほどリケットさんは、「同じ人間」とおっしゃいました。私はこの「同じ
人間」という言葉に結構反応するんです。「同じ人間じゃないですか」っていう言
葉が、たとえば日本人側から在日朝鮮人に発せられるときには、かなり慎重に言
わないと、暴力的になることもあるという現場を、私は何度か見たことがありま
す。つまり、それは植民地支配期に朝鮮が日本の一部だとかいう、ある意味で歴
史を共有した時代があるのに、この歴史を共有した時代に対する同じ認識がない
まま、なにか問題が起きると、「同じ人間として、理解し合えないか」というふう
に簡単に言う若者が、すごく多い。そのときに、その若者と同じ世代の在日朝鮮
人の若者が非常に傷つくんです。歴史的な背景を抜きにして、「同じ人間」と言わ
れることに。
同じようなことを、日本のメディアの論調とか、一般の人たちが言うことの中
にも私は感じるんです。今のこの状況を何とか変えたいと思う人たちが、この問
題の元凶として、韓国と日本のナショナリズムを、同じような問題点として挙げ
るということがあります。
もちろんナショナリズムというもの自体に対して、私は否定的に考えます。し
かし、両国のナショナリズムを全くパラレルに置いて、「どちらのナショナリズム
も抑えて、この問題を解決していきましょう」と訴えることは、何も生まないと
思うんです。いったい、いつ、日本と朝鮮半島は、パラレルな関係になったのか
と思います。歴史の問題をきちんと清算した上でしか始められないのに、それを
70 年ものあいだやらないできて、「とりあえず、70 年も経っちゃって、今さら無
理なんだから、お互いにナショナリズムは抑えましょうよ」みたいなことを言う
人たちは、ヘイトスピーチとは、また別のレベルで問題だと思っています。
私たちは、ヘイトスピーチをやるような人たちばかりを問題にできない。この
問題が解決できないのには、また別のフェーズがあるんです。だから、ヘイトス
ピーチをやるような人たちに関しては、なぜなのかというのは正直私にはわかり
ません。「そこを分析しろ」と言われてもわからないし、解決方法もよくわからな
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い。崔さんのように、学生たちの中にそういう学生がいて、直接対峙したという
経験も実はありません。
私が、普段接しているような学生たちは、影響はされています、ネットの世界
に。非常に優秀ないい子だなと思ったような子が、宋神道さんの裁判支援運動を
描いたドキュメンタリー『オレの心は負けてない』を見せるとすごく動揺します。
「実は、今まで、右翼のサイトをずっと見てきたんだ」と。「そのサイトの基本は、
日本の国益を守るということ。日本の利益が一番ということで、自分は、すごく
それに共感してきた。しかし、今日の映画を見て、被害者の言葉を初めて聞いて、
正直、自分の今までの考え方というのが、すごく揺らいでると感じる」という、
そういう感想を受けたりとか。
要するに、まだ希望がある、そういう対象を相手に、どういうふうにすれば、
この人たちが、あっちの世界に行かないようにできるんだろうか。体験的には、
やはり被害者が見えなくなっていく社会に対して、被害者の言葉を伝えるという
のは、そのくらいのレベルであると思います。もう排外主義に陥ってしまってい
て、「自分たちこそ、被害者だ」なんていう言葉のレトリックに飲み込まれたいと
思ってるような人たちには、通じないと思うのだけれども。そうじゃないところ
で踏みとどまっている若者とか市民に対しては、被害者の言葉を伝えるというこ
とが、一つ、有効な方法なのではないかと、普段感じています。
──他者を知る学生、自分しか知らない学生
崔　：私が担当している専門科目の授業には、10 人弱の学生が集まるのですが、
面白い学生といいますか、まともな学生たちが来ています。倫理観や歴史感覚が
まともにあって、何よりも、他者を知っている。他者の存在を知っているという
か、他者と共にあることを知っている、まともな学生はいるんですよ。ただ、そ
の割合は一握り、1 割いないぐらいです。でも、その割合って、ずっと変わって
ないんです。少数ではありますが、まともな学生はずっといます。
去年の産経事件を知った上で、当該授業を受けた上で、私の授業を取りたくて
来た学生もいます。そういう学生は、本当にまともです。そういう学生と出会い
たくて教員をやっているようなものです。彼らのレポートを読みながら、あるい
は、彼らの発言に目からうろこを落としながら、励まされ、教員冥利に尽きると
いう思いにあふれています。だから、私は元気に教壇に立っています。
一方で、M 君のようなネット右翼の学生たちも少数ながらずっといますし、
現状を黙認しているサイレントマジョリティも一定してずっといます。ただ、問
題なのは、M 君のようなネット右翼の学生やサイレントマジョリティの質はも
う底抜けです。言葉が差別的で酷いというだけではなく、人間性が希薄です。ネ
ット右翼的な言動は、また言葉は過激でなくても結局は歴史修正主義を黙認する
ようなサイレントマジョリティの言葉も、結局はすべてコピペ、ネット上に出回
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っている言葉の焼き増しです。自分の言葉でものを語っていない。要するに、私
がいないし、彼らには他者がいないんですよ。他者感覚がない。だから、平気で
他者に対して攻撃的になるのだろうと思います。
ですから、他者があって自己があるという、人間存在の基本を教えることが、
ネット右翼的な、自分が被害者だと言って攻撃的になる学生と向き合うために必
要なのではないか。では具体的にはどう言えばいいのか。今、模索しています。
まずは会いに来てくれと……私も会いに行こうかなという（笑）気持ちです。
リケット：学生を見ていると、彼らのせいではないと感じます。プリントを読む
とか映像を見るとか、教員が説明するというだけでは限界があります。それより
も体験的なものが一番効果的だと思います。民族関係論の授業では、年々受講学
生が少なくなってきています。その少ない中に必ず何人かの人たちがいわゆるネ
ット右翼の影響を受けています。そこで学生たちを教室から連れ出して、違う現
実にぶつかってもらう経験が必要だと分かってきました。
川崎市桜本町に「ふれあい館」という市のコミュニティ・センターがあります。
桜本は 1986 年以降、在日コリアンを軸にフィリピン、中国、中南米などの出身
者と日本人が混住する地域です。子ども、若者、高齢者、「障害」者も共に生きて
いるこの地域を歩きながら、学生各自に自分の目で見て、地元の人の話を聞いて、
ハングル文字の看板を確認して、そこに一つのまとまった共生社会の存在を発見
してもらいます。日本だけれど、ふだん自分が知っている日本とはどこかでちょ
っと違う。とまどいながらも、初めてそこで、何か共有できそうなものを感じ取
れるんですね。たかが 4～5 時間の現場体験ですが、学生の感じ方も考え方も微
妙に変わります。
体験学習は有効な方法ですが、それよりも桜本町には人を変える力があります。
その力とは何かというと、おそらく在日コリアンが自らの苦い被害体験にこだわ
らず、むしろそれを全地域に広げて共有しようとする努力にあると思います。民
族とか、「障害」の有無、ひとり親家庭、貧困等々の障壁を取り払い、偏見、差別
のない町づくりの結果です。なお、その動きは 70 年代の日立就職差別裁判、80
年代の指紋押捺拒否運動の体験に端を発したものです。
──会場から
道場：今日はいろいろな方々が会場に来てくださっています。まず、指紋押捺拒
否予定者会議に関わっておられた金静伊������さんご発言いただけませんか。
金 ：こんばんは。リケット先生、ご卒業本当におめでとうございます。
私は、在日朝鮮人の二世ですけれども、今日、同じ在日の同胞の話を聞きなが
らいろんなことを考えました。80 年代に指紋の運動をやっていたときには、今
日、こんな状況が日本にやってくるとは、全く考えていませんでした。在日に対
する差別はあったけれども、指紋制度も何十年か経ってから最終的には廃止され
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て、社会がいい方向にいくものかなという希望を持っていた時代でした。ですか
ら、こんな時代がやってくるとは思っていなかった。崔さんが絶望的な気分にな
られるのはよくわかります。
さっき道場先生がおっしゃったように私もやっぱり、ある時点で歴史修正主義
が、ねじれて被害者意識へと変わってきたのは拉致問題以降だと思います。私も
崔さんと全く同感で、拉致問題以降はもう 10 年以上、日本の社会に対して希望
の持てない状況で過ごしてきました。今、最後に梁さんが、具体的なふれあいを
経験することが、考えを変えていくための大きな契機になるんじゃないかと話さ
れたのを聞きまして、やっぱり諦めないで、そういう働きかけをしていかなけれ
ばいけないなと思いました。年が明けて、フランスの非常にショッキングな事件
があって暗い気持ちでいました。表現の自由と世界中で言われているけれども、
圧倒的多数の人たちが言う表現の自由というものが、在日と同じような状況にお
かれたフランスのアルジェリア出身の二世たちにとっては、一つの暴力であると
いうふうに私は感じました。もちろん彼らの起こした事件というのは、これはど
うやっても暴力でありますけれども。
そんなことも考えながら、リケット先生と梁さんのきょうのヒントを大事にし
て、諦めないでいこうかなと思った次第です。
道場：ありがとうございました。もうお一方、先ほど上映された呉監督の「指紋
押捺拒否」第 1 部ではほとんど主役ともいうべき辛��仁夏� � さんもおいでくださって
ますので、一言ご発言いただければと思います。
辛　：リケット先生ご卒業おめでとうございます。皆さんのお話を聞いて、この
空気感、ここにいるということ自体に喜びを感じました。
私は、2015 年の年賀状に、私が今置かれている境界人の立場というんでしょ
うか、マージナルウーマンという立場でいろんな発言をし、また横のつながりを
持ち、そういう活動をこの 2015 年から取り組みたいという宣言をしまして、約
200 枚ぐらい出しました。
リケット先生、梁さん、崔さんそれぞれのお話を聞いて、改めて戦後 70 年日
韓の関係の 50 周年というこの年にですね、この日本で生まれて日本で育った私
も在日二世ですけど、こういう立場で何か発言し、若い世代に教育をしていくと
いうヒントを得たので、私の周りのところから 1 歩ずつはじめていきたいと思い
ました。
道場：ありがとうございます。3 人目は「指紋カードをなくせ！90 年協議会」で
活動しておられた木元茂夫さんに発言をお願いしたいと思います。
木元：80 年代の日本というのは、私の理解で言えば戦後経済の絶頂期にあって、
経済的には世界にカンパニーを持って、今のような格差社会でもなかったし、今
ほど日本の企業の力も落ち込んでいなかったし、昔の言い方をすれば日本帝国主
義の絶頂期だったと思うんですね。その時代に外国人管理に対して戦うというの
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が指紋押捺拒否闘争だったと思うのです。
リケットさんが触れられたように 2000 年に指紋押捺制度はなくなるんですが、
その前に永住者だけなくすという話がありました。そのときに、私たちと一緒に
運動をやってきた朴容福君が、「朝鮮人だけなくなりゃいいってもんじゃない。そ
れは法の下の平等という私たちが一番譲っちゃいけないところをないがしろにし
てしまう」と言うのです。だから、全ての外国人に対する指紋押捺制度がなくな
るまで私たちは頑張らなければいけないと言いました。
運動も山あり谷ありで、86 年、指紋押捺拒否者が在留更新不許可にされると
いうところあたりが運動としては一番過激だったときで、それから広がりをもう
1 回つくらなければいけないということでやってきて、2000 年になくすことが
できました。
私にとっては自分がやってきたいろんな運動の中で制度をなくしたというのは
初めての体験でした。考え方はいろいろ違いましたけれども、いろんな人たちが
力を合わせてやったということに大きな意味があったと思っています。今でも自
分の人生にとって貴重な体験だと思っています。
道場：ありがとうございます。最後に指紋押捺拒否者であった李� 洋秀� � �さん一言お
願いします。
李 ：歴史教育をきちんと受け継がないということは、今日いろんな人からも何
十回も出てきました。やっぱり明治以降の日本の歴史というのが、その前の江戸
を否定することによって明治維新、それが今の立派な日本をつくったとされてい
ます。そこから始まった軍拡路線は現在の日本の姿をつくっています。しかし、
変な日本の愛国主義的な発想がそういうものに目をふさいで、自分だけが正しい
と傲慢になって、全世界からどんどん孤立していっています。そういう姿をしっ
かり認識するためには、13 世紀の元寇以来日本の軍事国家が 700 年間続いてい
るという、世界でも例のない、そういう認識が日本人にあるでしょうか。
そういうことを勉強することによって、在日も日本人も共に住んでいける社会、
共生できる社会をお互いにつくっていきたいと思います。
道場：ありがとうございました。パネリストの方々から最後に一言ずついただい
てまとめをしたいと思います。梁さん、崔さん、最後にリケットさんというふう
にお願いできますでしょうか。
──「虐殺の時代」をどう食いとめるか
梁 ：崔さん、最初のお話の中で虐殺の時代が来るという危機感を語られました。
それを聞きながら、もし他者に対する、在日朝鮮人だけではなく、異質なものに
対する虐殺というのが始まる時代を迎えたとしたら、それはこの日本の破滅がそ
のあとすぐに来るということだと思いました。なので、虐殺される側だけではな
く、虐殺する側のためにも絶対にそういう時代を迎えてはならないんだというこ
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とを説明していくしかない。そのためには、かつての戦争で何が起きたのかとい
うことを具体的に語っていくことから始めるしかないと思うんです。
私は大学で非常勤として週に何回か朝鮮語を教えているだけで、朝鮮語の授業
なのになぜか慰安婦問題を語っているという、そういう経験をしているだけです。
基本的には運動が中心の生活をしてきました。ですので、運動するものは絶対に
希望を捨てちゃいけないと思ってるんです。この社会に希望があると語っていか
なければ運動する意味がなくなってしまいますね。
運動家という意味でも、私がのほほんとしていた 80 年代に指紋押捺拒否運動
をしていた木元さんとか静伊さんとか、懐かしい方々が一生懸命やってるときに、
私はなんにもやらないで 90 年から突然この慰安婦問題やったというだけです。
そういう時代を迎えないために、私はこれからも希望はあると思って、この国は
そんなに絶望的な国ではないと思って活動していきます。
それから、崔さんが反日といっても反日本帝国主義だ。反日本軍国主義なんだ
とおっしゃいました。私もそれに同意しますけれども、私はさらにもう一つ乗り
越えて、日本だけではなくて、反国家主義、反権力なんですよね、私たちの闘い
は。それを若者たちにも説いていきたい。そうでないとおんなじ弱い個人として
のあなたたちと私たちが一緒につぶされてしまうということを説いていきたいと
思っています。
崔 ：最後に私のほうからお話したいことは、ヘイトスピーチ、排外主義といい
ますけど、それは、外国人、朝鮮人を排外しているだけではなくて、本当は日本
社会の社会性だとか、日本人の人間性を排外することになるということです。
繰り返し言ってきましたけど、歴史＝物語が語り継がれていないことや、他者
がいて自分がいるという人間存在としての基本的な感覚の崩壊が、慰安婦問題を
はじめとする歴史修正主義を生み出しているし、ヘイトスピーチの問題の根っこ
にはあると思います。同じ質の問題として、性の問題もある。レイプ物が象徴す
るように、日本のサブカルチャーが性的にどんどん過激化する中で、性も崩壊し
ています。女性の性だけではなくて、男性の性も、あたかもレイプを肯定するよ
うな形で欲求をコントロールされながら、壊されています。レイプ物が巷にあふ
れていることと「慰安婦はなかった」という暴言は、そんなに離れていません。
人間性が排外されているというか、壊れている。魂がどんどん壊されている。そ
の先にあるものは何か。その最悪を予感して、そこに踏みとどまって、それを言
葉にする。それが抵抗だと受け止めています。
今の梁さんの反国家。全く私も同感です。私は先ほど、日本という国家を拒否
すると宣言しましたが、それは日本国家だけじゃなくて、国家そのものを拒否す
るという意味でもあります。国家ならびに国家主義には、ホトホト愛想が尽きま
した。国家はろくなことしてこなかったじゃないですか、今まで。
同時に、性の商品化もそうだし、人災である東電の原発事故もそうだし、現在
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の安保法案の裏にある日米の軍産複合体もそうですが、資本主義の暴力が、どん
どん過激になってきて人間社会をどんどん壊している。国家主義、資本主義、い
ずれも近代の産物ですが、もうどんどん近代の暴力が歯止め利かなくなって、人
間の魂をどんどん壊している。人間性をどんどん排外しています。反国家、反資
本主義というか、もう近代をやめるというか、「近代を降りる」という感覚ですよ
ね。もう近代はいい。国家とか資本主義とかはもういい。「降りる」という生き方
ですね。
今の世界はグローバリゼーションの論理だけでがんがん行っていますけど、そ
のグローバリゼーションを逆転して、沖縄の人とか、台湾の人とか、いろんな人
たちと出会いながら、東アジアの共生の物語をもう 1 回つくり直して、それを語
り継いでいくということはできると思うし、私自身はもう始めています。もっと
も、沖縄や台湾、東京にも飛行機で行きます。近代、資本主義の恩恵を受けてい
るのですが、その辺は適度にうまく利用しながら、他者と出会って、関係性や共
生の社会をもっと豊かにして、それを自分の下の世代、子どもたちや学生たちに
伝えていきたいなと考えています。
だから私は、決して絶望で終わってなくて、今の日本社会はやはり破綻してる
と思っていますけど、でも、その先には復活があるというか、終わりは始まり、
終わったらまた始まるというふうに、破綻のその先を見据えています。だから、
大事なのは終わりを直視すること。破綻と向き合うことです。今の日本社会には、
絶望がないじゃないですか。あれだけの原発事故を経験し、まだなんにも収束し
ていないのに、今ではファシズムが再来しているのに、この生温さはなんなのか。
絶望が足りないし、ヘイトスピーチの暴力性も全然受け止めてない。そういうも
どかしさがあって、今日は暗い話をしましたけど、私自身は再生の物語を生きて
います。
最後に。先ほども述べましたが、指紋押捺拒否運動の時代、あの頃、私は先達
の抵抗を、尊厳を取り戻す運動を「ケッ」と思っていました。日本人として。で
も、それが逆転して今ここにいるという、そういう自分の人生を振り返ってみた
ときに人生何があるかわからないし、逆転があり得ると思います。私自身、現在
進行形で尊厳を取り戻しているし、生き直している。リケットさんや呉監督、そ
して指紋押捺と闘ってきた先輩たちと、今日こうやって出会い直せていることに
喜びを感じていますし、語り継ぐことの大切さを噛み締めています。指紋押捺拒
否運動を語り継ぐ。他者の尊厳への努めを語り継ぐ。そういう気持ちです。今日
はありがとうございました。
リケット：グローバル化に伴う社会の激変に襲われて、先行き見えず不安を感じ
ている人びとが多くなっています。僕も崔さんと同じく、資本主義の破綻と再編
が迫っているような気がします。そのなかで、日本の保守体制はアメリカの言い
なりになりつつも、米国の軍事力を利用して日本を「ふつうの国」、つまり世界
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のどこでも戦争できる国にしたいのです。平和憲法、言論の自由など、戦後改革
の骨抜きを条件に。日米同盟の下に準戦時体制のレールがもう大体敷かれている
けれども、国民がそれに乗るかどうかというのが現政権のジレンマですね。政府
は、「慰安婦」の否定、教科書の「修正」、ヘイトグループの暴走を基に排外主義
と被害妄想を増幅して、一般人の不安を、「強い国家」「強いリーダー」への期待を
高めることですり替えようとしているように見えます。道場さんや崔さんと同感
です。
この流れに対して、僕も強い危機意識を抱きながら、希望も持っています。希
望というより、この 20 数年間につき合ってきた学生たちから逆に励まされてき
たことや学んだことが多々あります。崔さんが言うように、とりわけ若者には、
いい刺激さえ与えれば、誤った認識を捨てて人生を変える力が大いにあります。
和光では、そのことを絶えず自覚してきました。
先ほど、「カウンター」の人たちの話に触れました。一人の在日外国人を囲んで
支援の行動をとるような 80 年代の指紋押捺拒否運動とは異なり、カウンターの
人たちは、自らのプライドと感性と良心が許さないヘイトスピーチに対して、体
を張って異議申し立てをしてきました。確かにそれだけでは、日本人と在日朝鮮
人との歪んだ関係が大きく変わるわけじゃないだろうし、プライドの話となると、
別種類のナショナリズムに切り替わる可能性がなくもないでしょう。けれども、
僕は一外国人として、そして一日本住民としても、カウンターの人たちが日本社
会の現状への拒否、ヘイトグループに対して立ちはだかって対抗勢力を作ったこ
とはうれしく思っています。
ひとりの人間の力は微々たるものだし、自分が有効に影響を与えられる人は、
身の回りの人たちでしょう。とりあえず、個々の人が望ましいと思われる世界を
周囲と確認しつつも共に作ってみるしかない。でも、梁さんが指摘して下さった
ように、その小さな世界の中にも、皆が同じように見えても同じようではありま
せん。社会からくる秩序が存在するし、上下関係の中にさまざまな主体と立場性
もせめぎあっています。民族的ルーツ、「障害」の有無、性的指向、ジェンダー・
アイデンティティ等々はその一部です。その差異の自覚と自分の世界観の中にあ
る「他者」を仕分ける心に向かい合う努力からは、いろんなことが始められます。
この 22 年間に多様な学生とのつき合いのなかで、それを確認してきたし、これ
からもその可能性に期待をかけたいと思っています。
道場：パネリストの皆さんありがとうございました。（拍手）
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